












2017 年度 社会学実習 報告書
太郎丸 博 編 
2018 年 3 月 
 目次 
 
調査の概要と尺度の検討              太郎丸 博    1 
 
第 1 章  科学観と保守性                      23 
  権威主義的態度と学問観の関係          高 明柔    24 
  権威主義的服従態度と学問観          清水 智基    35 
  保守的な価値観と科学観・学問観の関連     西尾 英人    45 
  保守的な科学観と関連する判断軸について   前田 紗代子    64 
  学生の学問観と保守性              中尾 凌    72 
  保守主義と科学観が 
イノベーションに与える影響     仲井 章良    81 
  保守的な人ほど科学に対して批判的なのか    都築 杏樹       88 
 
第 2 章  内閣支持に関する分析       97 
  安倍内閣支持と学問観            塩谷 奈津美    98 
科学観と保守主義の関係            角田 知佳   108 
「社会的要請の高い分野」とは何か？ 
―京大生の科学観と安倍内閣支持のデータを用いた検討―  桑原 啓   113 
  大学生の自民党支持と権威主義との 
関係性について           青山 夏樹   122 
  科学に対する肯定感と安倍内閣支持度の 
関連についての分析         大西 佑佳   131 
  安倍政権支持と性役割意識、 
権威主義との関係          中島 隆文   138 
 
第 3 章  性役割意識に関する分析                 149 
  権威主義と性別役割分業意識との関係 
―京都大学学生へのアンケート調査の分析から―     龔 嘉欣   150 
性別役割分業意識と、相対的学者信頼度、 
呪術信仰の関係について       河原 優子   162 
  性役割意識と保守性の関連性           許 蔚欣   171 
  男女平等主義と科学観の関係          清 菜々穂   183 
  「女性らしさ」との関連項目          藤久 可奈   191 
  権威主義的態度と性役割意識の相関       平手 千賀   204 
   性役割分業意識と性別、政治的態度の関連    鈴木 かな   214 
 
第 4 章  文系／理系の比較分析                  223 
  学問の信頼感における 
ジェンダー差と文理差について 
―京大生へのアンケート調査に基づいて―        王 毅青   224 
文理別の学問肯定感と権威主義         岡本 奈々   238 
文系学問に対する有効感と 
保守主義的態度の関係性       久松 春陽   255 
  京大生の保守的態度と文系学問観        竹内 竜生   268 
 
調査票           283 
 














































































この章でとりあげる意識変数はQ5の 1, 2, 3, 7 番目の質問を除いてすべて短鋒形の分
布をしている。個々の変数の分布に関しては巻末の単純集計表を参照されたい。 
また、意識変数間のゼロ次の関連を見るとおおむね線形であるが、16%の組み合わせ
で曲線的な関係が見られた。具体的には、回答者 𝑖 の 𝑗 番目の意識項目への回答を 𝑋𝑖𝑗 
とすると、すべての意識項目の組み合わせで（合計 812通り）、 
𝑋𝑖𝑗 = 𝛽0 + 𝛽1𝑋𝑖𝑘+𝛽2𝑋𝑖𝑘
2 + 𝜖𝑖 (𝑗≠ 𝑘) 
というモデルを OLS で推定し、𝛽2 が 5% 水準で有意になるかどうかを調べた。その














                                                 
1 812 回 𝛽2  の検定を行ったが、「𝛽2がすべてゼロ」という帰無仮説のもとで偶然 5% 水準






以下では「そう思わない = 0」「どちらかと言えばそう思わない = 1」「どちらとも
言えない = 2」「どちらかと言えばそう思う = 3」「そう思う = 4」と数値を割り振っ
て分析する。上の 8変数の平均値と標準偏差は図 1、相関係数は表 1 のとおりである。




図 1 科学支持の平均値、95%信頼区間（灰色のエラーバー）、 
標準偏差（黒いエラーバー） 
 
表 1 科学支持の相関係数（ピアソンの積率相関係数） 
 1 政府支援 2 歴史学  3 物理学 4 憲法学  5 数学  6 文学  
1 政府支援 1.00 0.20 0.28 0.12 0.24 0.20 
2 歴史学 0.20 1.00 0.22 0.37 0.19 0.39 
3 物理学 0.28 0.22 1.00 0.32 0.31 0.27 
4 憲法学 0.12 0.37 0.32 1.00 0.23 0.34 
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5 数学  0.24 0.19 0.31 0.23 1.00 0.49 
6 文学  0.20 0.39 0.27 0.34 0.49 1.00 
1 政府支援と 4 憲法学の相関係数は 5%水準で、その他はすべて 0.1%水準で有意 
 
相関係数はすべて有意であるが、特に 5数学と 6文学のあいだで .49 で最大であ
る。これは「学問としての」というワーディングに起因していると思われるが、ワー
ディングの類似している 3物理学と 4憲法学の相関は .32 でそれほどでもない。 
 
 
図 2 科学支持の因子分析のスクリープロット 
 
これらの科学支持に関する 6 変数を探索的因子分析（最尤法）にかけた結果のスク
リープロットが図 2 で、幾つかの適合度指標を示したのが表 2 である。 
表 2 因子分析の適合度 
因子数 RMSEA BIC SRMR 
1 0.115 2.033 0.068 
2 0.101 -4.028 0.043 
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3   0.016 
4   0.008 
 
図 2 を見ると、「ひじ」を基準に考えれば因子数は 1つで十分である。しかし BIC 











までの選択肢に 0～4 の値を割り振り、それらの平均とその 95%信頼区間、標準偏差










さなっており、ほとんど差はないといえる。これらの相関係数が表 3 である。 
 
表 3 四機関への信頼の相関係数（ピアソンの積率相関係数） 
 環境問題 景気対策 
 企業 政府 マスコミ 大学 企業 政府 マスコミ 大学 
環境問題         
企業  0.5 *** 0.22 *** 0.25 *** 0.52 *** 0.39 *** 0.2 *** 0.12 * 
政府 0.5 ***  0.31 *** 0.4 *** 0.36 *** 0.56 *** 0.22 *** 0.24 *** 
マスコミ 0.22 *** 0.31 ***  0.1 * 0.19 *** 0.22 *** 0.71 *** 0.14 ** 
大学 0.25 *** 0.4 *** 0.1 *  0.21 *** 0.27 *** -0.01 0.53 *** 
景気対策         
企業 0.52 *** 0.36 *** 0.19 *** 0.21 ***  0.46 *** 0.28 *** 0.25 *** 
政府 0.39 *** 0.56 *** 0.22 *** 0.27 *** 0.46 ***  0.33 *** 0.3 *** 
マスコミ 0.2 *** 0.22 *** 0.71 *** -0.01 0.28 *** 0.33 ***  0.18 *** 
大学 0.12 * 0.24 *** 0.14 ** 0.53 *** 0.25 *** 0.3 *** 0.18 ***  
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*** p<.001, ** p<.01,* p<.05," 
 




図 4 信頼度の因子分析のスクリープロット 
 
「ひじ」を基準とすれば 1因子で十分であるが、平行分析からは 2～3因子が示唆さ








表 4 四機関に対する信頼度の因子分析の適合度 
因子数 RMSEA BIC SRMR 
1 0.231 318.377 0.139 
2 0.183 105.979 0.084 
3 0.164 38.925 0.045 
4 0.130 3.218 0.020 






























1. 一般的な信頼感は上で行った 8 項目の信頼感の因子分析の一因子解の因子得
点（Thurstone法）で測定する。これを𝐹𝑖と呼ぶ。 
2. 一般的な信頼感に大学に対する信頼感（𝑌𝑖）を回帰させる (OLS)。すなわち、 
𝑌𝑖 = 𝛽0 +𝛽1𝐹𝑖 + 𝜖𝑖 というモデルを推定する。 
3. 上の回帰分析の結果得られた残差 (𝜖𝑖) を、固有大学信頼度とする。これを環境
問題と景気対策のそれぞれについて計算すると、両者の分布は図のようになり、両



































表 5 性役割意識の相関係数（ピアソンの積率相関係数） 
 夫外妻家 フルタイム 十分収入 男育休 男指導者 
夫外妻家  0.55 0.63 0.18 0.44 
フルタイム 0.55  0.57 0.09 0.37 
十分収入 0.63 0.57  0.1 0.34 
男育休 0.18 0.09 0.1  0.2 
男指導者 0.44 0.37 0.34 0.2  








図 8 性役割意識の因子分析のスクリープロット 
 




は順に 0.81, 0.71, 0.77, 0.18, 0.51 である。 
表 6 因子分析（性役割意識）の適合度 
因子数 RMSEA BIC SRMR 
1 0.077 -13.328 0.045 
2 0.039 -4.400 0.012 













権威主義的であるほど数値が大きくなるように 0～4 の整数を割り振った。これら 4
つの変数をの平均とその 95%信頼区間、標準偏差を示したのが、図 9 である。 
 
 






いが、「法律」となると 2 = 「どちらともいえない」に近い平均になっている。次にこ
れらの変数間の相関係数を示したのが表 7 である。 
 
表 7 権威主義的態度の相関係数（ピアソンの積率相関係数） 
 伝統  法律  権力  指導者  
伝統   0.15 0.37 0.41 
法律  0.15  0.40 0.21 
権力  0.37 0.40  0.48 
指導者 0.41 0.21 0.48  
1「伝統」と 2「法律」の相関係数は 1%水準で、その他はすべて 0.1%水準で有意 
 
 




尤法で探索的因子分析をして、適切な因子数を検討した結果が、図 10と表 8 である。
17 
 
RMSEA と SRMR がやや大きいが、肘の位置や並行分析の結果からは一因子解が支
持される。項目が 4つしかないことも鑑みて一因子解を採択する。一因子解の因子負荷
量は順に 0.51, 0.43, 0.77, 0.64 である。 
 
表 8 因子分析（権威主義的態度）の適合度 
因子数 RMSEA BIC SRMR 
1 0.143 6.105 0.06 
2   0.00 




を、「3 そう思う」「2 どちらかといえばそう思う」「1 どちらかといえばそう思わな



















1 = 「どちらかといえばそう思わない」ぐらいの値である。以上の 5つの呪術信仰に関
する質問項目間の相関を示したのが、表 9 である。 
 
表 9 呪術信仰の相関係数（ピアソンの積率相関係数） 
 姓名判断  自然  みくじ  忌み詞 占い  
姓名判断  0.22 0.33 0.41 0.20 
自然  0.22  0.18 0.13 0.17 
みくじ 0.33 0.18  0.46 0.20 
忌み詞 0.41 0.13 0.46  0.20 
占い  0.20 0.17 0.20 0.20  






水準で有意ではある。 さらに因子分析（最尤法）した結果のスクリープロットが図 12 
で、その他の適合度指標をまとめたのが表 10 である。 
 
 
図 12 呪術信仰に関する態度の因子分析のスクリープロット 
 
RMSEA がわずかに 0.05 を上回ってはいるが、その他の基準では一因子解が支持
されるので、一因子解を採択する。因子負荷量は順に 0.58, 0.28, 0.63, 0.69, 0.33 で
ある。 
 
表 10 因子分析（呪術信仰）の適合度 
因子数 RMSEA BIC SRMR 
1 0.056 -18.748 0.041 
2 0.000 -5.825 0.005 










していない」から 3 = 「かなり支持している」までの 4択）を用いる。 





























女性  0.19*** -0.01 0.03 0 0.11* -0.26*** 0.01 0.13* -0.17*** 
科学支持 0.19***  0.03 0.1* 0.09 0.1* -0.16** -0.16** -0.08 -0.13* 
相対大学.
環境 





0.03 0.1* 0.55***  0.52*** 0.87*** -0.11* -0.2*** 0.04 -0.12* 
固有大学.
環境 
0 0.09 0.87*** 0.52***  0.4*** -0.07 -0.17*** -0.02 -0.01 
固有大学.
景気 
0.11* 0.1* 0.47*** 0.87*** 0.4***  -0.07 -0.1 0.1* -0.07 
性役割 -0.26*** -0.16** -0.04 -0.11* -0.07 -0.07  0.37*** 0.19*** 0.27*** 
権威主義 0.01 -0.16** -0.18*** -0.2*** -0.17*** -0.1 0.37***  0.28*** 0.16** 
呪術信仰 0.13* -0.08 -0.03 0.04 -0.02 0.1* 0.19*** 0.28***  -0.03 
内閣支持 -0.17*** -0.13* -0.02 -0.12* -0.01 -0.07 0.27*** 0.16** -0.03  









デルから除去すると AIC が増加することもあるからである。 
 
表 12 科学観の回帰分析（ステップワイズ法で AIC が最小のモデル） 
===================================================================== 
           科学支持    相対大学.     相対大学.  固有大学     固有大学 
環境         景気       環境          景気 
--------------------------------------------------------------------- 
(Intercept)   -0.14 *      1.27 ***    0.69 ***   -0.04       -0.05   
              (0.06)      (0.06)      (0.07)      (0.04)      (0.05)  
女性           0.36 ***                                        0.18 * 
              (0.10)                                          (0.09)  
権威主義      -0.15 **    -0.21 ***   -0.27 ***   -0.15 ***   -0.12 * 
              (0.05)      (0.05)      (0.06)      (0.04)      (0.05)  
呪術信仰                               0.12 *                  0.12 * 
                                      (0.06)                  (0.05)  
内閣支持      -0.07                                                   
              (0.05)                                                  
22 
 
性役割二乗                 0.09 *                  0.05               
                          (0.04)                  (0.03)              
権威主義二乗                           0.08                           
                                      (0.05)                          
呪術信仰二乗   0.07                                                   
              (0.05)                                                  
内閣支持二乗                           0.13 *                         
                                      (0.06)                          
--------------------------------------------------------------------- 
R2             0.07        0.04        0.07        0.04        0.04   
N               398         398         398         398         398      
===================================================================== 























































































表 1 独立変数（権威主義的態度）の記述統計量 
 度数 平均値 標準偏差 
伝統守る 415 0.75 0.900 
法律従う 416 1.85 1.186 
26 
 
権力者従う 416 1.34 1.050 




表 2 独立変数間の相関行列（Pearson の相関係数） 
 
伝統守る 法律従う 権力者従う 指導者頼る 
伝統守る 
 




権力者従う .377** .375** 
 
.499** 
指導者頼る .408** .205** .499** 
 


























表 3 各独立変数の記述統計量 
 度数 平均値 標準偏差 最小値 最大値 
権威主義 415 5.03 2.90 0 15 
性別 424 0.74 0.44 0=女性 1=男性 
学部 422 0.56 0.50 0=文系 1=理系・その他 




















表 4 従属変数（学問の有用性の認知）の記述統計量 
 度数 平均値 標準偏差 
科学支援 424 3.55 0.71 
歴史学 423 3.11 0.94 
物理学 423 3.29 0.90 
憲法学 422 2.86 1.08 
数学 424 3.04 1.02 




表 5 従属変数間の相関行列（Pearson の相関係数） 
 科学支援 歴史学 物理学 憲法学 数学 文学 
科学支援  .200** .286** .125* .258** .199** 
29 
 
歴史学 .200**  .232** .372** .178** .379** 
物理学 .286** .232**  .331** .301** .265** 
憲法学 .125* .372** .331**  .231** .343** 
数学 .258** .178** .301** .231**  .496** 
文学 .199** .379** .265** .343** .496**  
** 相関係数は 1% 水準で有意 （両側） 。   
* 相関係数は 5% 水準で有意 （両側） 。   
 




表 6 従属変数（学問の有用性）の記述統計量 
 度数 平均値 標準偏差 最小値 最大値 













































 多重共線性の診断は行われ、すべての VIF 統計量が少し 1を越えており、独立変数
間の相関が少ないと考えられ、多重共線性の問題が起こていなかったといえる。 






表 7 重回帰分析の結果  
 学問の有用性 VIF 
切片 21.314***  
 （.539）  
権威主義 -.160* 1.019 
 （.063）  
性別 -1.264** 1.094 
 （.427）  
学部 -.566 1.088 
 （.375）  
安倍内閣の支持度 -.346 1.063 
 （.224）  
N 402  
調整済みR二乗 .054  






























Gross, Neil, 2013, Why are professors liberal and why do conservatives care? 
Harvard University Press. 






























































表 1 変数（権威主義的態度）の記述統計量 
  度数 平均値 標準偏差 










a 企業 b 政府 c マスコミ d 大学の研究機関（Q3） 
 
それぞれの質問項目の記述統計量は表 2、表 3の通りである。 
 
表 2 変数（環境汚染の原因についての信頼度）の記述統計量 
  度数 平均値 標準偏差 
環境汚染 企業 424 3.16 1.024 
環境汚染 政府 424 2.86 1.05 
環境汚染 マスコミ 423 3.65 1.013 
環境汚染 大学 423 2.79 0.502 
 
表 3 変数（景気対策についての信頼度）の記述統計量 
  度数 平均値 標準偏差 
景気対策 企業 423 2.83 0.996 
景気対策 政府 423 2.93 1.06 
38 
 
景気対策 マスコミ 423 3.63 1.029 










表 4 変数（指導者と環境汚染）の相関行列 
  環境汚染 企業 環境汚染 政府 環境汚染マスコミ 環境汚染 大学 
指導者 .103* 0.08 -0.091 0.057 
* は 相関係数は 5％ 水準で有意 (両側) 。 
 
表 5 変数（指導者と景気対策）の相関行列 
  景気対策 企業 景気対策 政府 景気対策マスコミ 景気対策 大学 
指導者 .118* .204** -0.004 0.03 
**は 相関係数は 1％ 水準で有意 (両側) 。 
* は 相関係数は 5％ 水準で有意 (両側) 。 
 























表 6 変数（安倍内閣支持度）の記述統計量 
  度数 平均値 標準偏差 
















表 7は各質問項目の記述統計量、表 8は各変数の相関行列を示している。 
 
表 7 変数（学問効用支持度）の記述統計量 
  度数 平均値 標準偏差 
歴史学は役に立つ 423 1.89 0.94 
物理学は役に立つ 423 1.71 0.902 
憲法学は役に立つ 422 2.14 1.079 
数学は役に立つ 424 1.96 1.019 
41 
 
文学は役に立つ 424 2.08 1.087 
 
表 8 変数（学問効用支持度）の相関行列 
  歴史学 物理学 憲法学 数学 文学 
歴史学は役に立つ   .232** .372** .178** .379** 
物理学は役に立つ     .331** .301** .265** 
憲法学は役に立つ       .231** .343** 
数学は役に立つ         .496** 
文学は役に立つ           

























表 9 新たな変数間の相関行列 
  安倍内閣支持 歴史学 物理学 憲法学 数学 文学 
権威主義 .314** 0.006 0.029 .116* 0.036 0.016 
安倍内閣支持  1 -.215** -0.029 -.119* -0.008 -.134** 
**は 相関係数は 1％水準で有意 (両側) 。 
























































































































































































































































   今回の調査で使用した9つの質問項目の記述統計量は表1の通りである。 
 
表1 記述統計量 
 度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差 
1. 性別 424 1 2 1.26 .439 
2. 科学は政府が支援すべき 424 1 5 1.45 .713 
3. 歴史学は役立つ 423 1 5 1.89 .940 
4. 安倍内閣支持 409 1 4 2.51 .826 
53 
 
5. 夫が働き、妻は家庭 417 1 5 2.31 1.084 
6. 女性のフルタイム労働は家
庭に悪影響 
417 1 5 2.53 1.233 
7. 夫に収入あれば妻は働かな
いほうがいい 
418 1 5 2.31 1.107 
8. 男性は育児休業を利用すべ
き 
417 1 5 1.91 .851 
9. 男性のほうが指導者に適任 417 1 5 2.62 1.154 
有効なケースの数  (リストご
と) 






































1 .272** .175** .184** .191** .286** 
質問項目5 -.219*
* 
.011 .056 .272** 1 .545** .623** .178** .430** 
質問項目6 -.111* -.039 .049 .175** .545** 1 .575** .092 .360** 
質問項目7 -.254*
* 





.191** .178** .092 .112* 1 .206** 
質問項目9 -.076 -.021 .108* .286** .430** .360** .351** .206** 1 
**. 相関係数は 1% 水準で有意 (両側) 

























図 2  質問項目1と質問項目2の平均値（エラーバーは95%信頼区間） 
 
 










モデル R R2 乗 調整済み R2 乗 
推定値の標準誤
差 
1 .092a .009 .001 .695 
a. 予測値: (定数)、安倍内閣支持, 性別ダミー, GenderRoleRevise。 
 
表3 科学観に関する重回帰分析の結果2a 
モデル 係数 標準誤差 有意確率 
1 (定数) 1.568 .120 .000 
1. 性別ダミー -.142 .081 .082 
10. GenderRoleRevise .068 .182 .711 
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図 6  変数10と質問項目3の平均値（エラーバーは95%信頼区間） 
 
 







モデル R R2 乗 調整済み R2 乗 
推定値の標準誤
差 
1 .274a .075 .068 .914 
a. 予測値: (定数)、安倍内閣支持, 性別ダミー, GenderRoleRevise。 
 
表4 学問観に関する重回帰分析の結果2 
モデル 係数 標準誤差 有意確率 
1 (定数) 1.058 .158 .000 
1. 性別ダミー     .333 ** .107 .002 
10.GenderRoleRevis
e 
 .251 .240 .296 
4. 安倍内閣支持      .200 *** .059 .001 
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   Q3b3r マスコミ 



















  「次の考え方についてあなたはどう思いますか？」 




























































* -.029 .093 -.002
憲法学は、政府の憲法解釈の決定に役立つ。 Pearson の
相関係数 -.119











** -.030 -.135** -.120* -.050 .019 .035
表1　相関分析の結果
**. 相関係数は 1% 水準で有意 (両側) です。























































































矢崎慶太朗（2017） 「信頼 : 社会学の基礎前提とソーシャル・ウェルビーイング調査























































































































主成分 固有値 累積説明率 % 
1 2.1 41.4 


















表 2 伝統服従 法律服従 権力服従 
  係数   
標準
誤差 
係数   
標準
誤差 
係数   
標準
誤差 
（定数） 1.336 *** 0.265 1.886 *** 0.352 2.061 *** 0.308 
科学は政府が支援 -0.061   0.066 0.02   0.087 -0.041   0.076 
歴史学の有用性 0.063   0.053 -0.124   0.07 -0.065   0.062 
物理学の有用性 -0.086   0.055 -0.022   0.072 -0.06   0.063 
憲法学の有用性 -0.065   0.046 0.054   0.062 0.02   0.054 
数学の有用性 -0.064   0.051 0.014   0.068 0.037   0.059 
文学の有用性 0.035   0.05 0.051   0.067 -0.118   0.058 
 指導者服従 安倍内閣支持 
  係数   
標準
誤差 
係数   
標準
誤差 
（定数） 1.919 *** 0.282 1.842 *** 0.246 
科学は政府が支援 0.065   0.07 0.083   0.061 
歴史学の有用性 -0.137 * 0.056 -0.169 *** 0.048 
物理学の有用性 -0.166 ** 0.058 0.017   0.049 
憲法学の有用性 0.014   0.049 -0.029   0.042 
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数学の有用性 -0.078   0.054 0.048   0.046 
















































稲増一憲・三浦 麻子 『オンライン調査を用いた「大学生の保守化」の検証 : 彼らは



































































































合計 支持 支持しない 
安倍内閣支持 支持 度数 240 5 245 
安倍内閣支持の % 98.0% 2.0% 100.0% 
不支持 度数 159 5 164 
安倍内閣支持の % 97.0% 3.0% 100.0% 
合計 度数 399 10 409 













合計 信頼する 信頼しない 
安倍内閣支持 支持 度数 193 52 245 
安倍内閣支持の % 78.8% 21.2% 100.0% 
不支持 度数 118 46 164 
安倍内閣支持の % 72.0% 28.0% 100.0% 
合計 度数 311 98 409 





合計 信頼する 信頼しない 
安倍内閣支持 支持 度数 160 85 245 
安倍内閣支持の % 65.3% 34.7% 100.0% 
不支持 度数 87 77 164 
安倍内閣支持の % 53.0% 47.0% 100.0% 
合計 度数 247 162 409 
















































































































































図 2 性役割意識の強さ別の科学支持度合の平均値 
 
 


















 係数 標準誤差 有意確率 
（定数） 270976 .807 .000 
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性役割意識 -.123 .052 .018 
権威主義肯定度合 -.102 .066 .123 


















































































































表 1 記述統計表 
 度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差 
100 
 
政府の科学支援 424 .00 4.00 3.5495 .71287 
歴史学は役立つ 423 .00 4.00 3.1087 .94015 
物理学は役立つ 423 .00 4.00 3.2908 .90186 
憲法学は役立つ 422 .00 4.00 2.8555 1.07904 
数学は役立つ 424 .00 4.00 3.0377 1.01920 









 政府の科学支援 歴史学 物理学 憲法学 数学 
政府の科学支援  1 .200** .286** .125* .258** 
歴史学は役立つ  .200** 1 .232** .372** .178** 
物理学は役立つ  .286** .232** 1 .331** .301** 
憲法学は役立つ  .125* .372** .331** 1 .231** 
数学は役立つ  .258** .178** .301** .231** 1 
文学は役立つ  .199** .379** .265** .343** .496** 
**. 相関係数は 1% 水準で有意 (両側) 。 
*. 相関係数は 5% 水準で有意 (両側) 。 
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表 3 主成分分析の結果（固有値と説明率） 
成分 固有値 累積説明率 
1 2.418 40.299 
2 .957 56.251 

































 度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント 
有効 文系男性 115 27.1 27.3 27.3 
文系女性 72 17.0 17.1 44.3 
理系男性 197 46.5 46.7 91.0 
理系女性 38 9.0 9.0 100.0 
合計 422 99.5 100.0  
欠損値 システム欠損値 2 .5   













































































































































1.000 .199 .279 .122 .243 .199 .026 
歴史は役に立
つ 
.199 1.000 .221 .366 .174 .379 -.217 
物理は役に立
つ 
.279 .221 1.000 .323 .298 .269 -.026 
憲法学は役に
立つ 
.122 .366 .323 1.000 .231 .344 -.114 
数学は役に立
つ 
.243 .174 .298 .231 1.000 .498 -.009 
文学は役に立
つ 
.199 .379 .269 .344 .498 1.000 -.136 
安倍内閣支持
度 













主成分 初期固有値 累積説明率% 
1 2.4 34.8 
2 1.1 51.1 


















































 文部科学省の本来の意図はさて置き、国立大学には現在（2018 年 1月 13日）も、
「社会的要請の高い分野」の充実が求められていることは否定できないだろう。たとえ
ば、2017年の朝日新聞の記事では、「岐阜大学（岐阜市）が 2020年 4月に『総合経営





































































  .200*** .286*** .125* .258*** .199*** .032 
歴史学 .200***  .232*** .372*** .178*** .379*** -.215*** 
物理学 .286*** .232***  .331*** .301*** .265*** -.029 
憲法学 .125* .372*** .331***  .231*** .343*** -.119* 
数学 .258*** .178*** .301*** .231***  .496*** -.008 
文学 .199*** .379*** .265*** .343*** .496***  -.134** 
安倍内閣
支持 
.032 -.215*** -.029 -.119* -.008 -.134**  











表 2 主成分分析の結果（固有値と累積説明率） 
主成分 固有値 累積説明率   
1 2.434 34.774   
2 1.145 51.124   



































表 3 政府科学支援の回帰分析の結果 
  係数   標準誤差 
（定数） 2.999  *** 0.209  
歴史学 0.094  * 0.039  
物理学 0.169  *** 0.040  
憲法学 -0.024   0.035  
数学 0.117  *** 0.038  
文学 0.016    0.037  
*** p<.001, ** p<.01, * p<.05 
 





























































































 この設問は、「1. かなり支持している」「2. やや支持している」「3. あまり支持して
いない」「4. ほとんど支持していない」の 4つの尺度から成る。今回は、「1. かなり支
持している」「2. やや支持している」の両者を「支持」、「3. あまり支持していない」「4. 
ほとんど支持していない」の両者を「不支持」と読み替え、2つの尺度とした。 




































表 1 安倍内閣支持に関する度数分布表 
 度数 パーセント 有効パーセント 


























 度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差 
性別役割分業への肯定感 415 1.00 4.80 2.3320 .76626 














 度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差 
権威主義的態度への肯定感 415 1.00 4.75 2.2572 .72499 







































































日本経済新聞電子版、2016年 7月 11日、「18～19歳、比例で自民に投票 40％ 若年
層ほど高比率 参院選出口調査」
https://www.nikkei.com/article/DGXLASFS10H4J_Q6A710C1PE2000/ 
（2018年 1月 22日アクセス） 
東大新聞オンライン、2017年 11月 8日、「衆院選×東大生 5割以上が自民党に 
18、19歳と 20歳以上で投票率に差」
http://www.todaishimbun.org/election20171108/ 












は“Why Do Many Reasonable People Doubt Science?” （2015）において、イェール大




































2  歴史学は、日本の将来を考えるうえで役立つ。 
3  物理学は、政府のエネルギー政策の決定に役立つ。 
4  憲法学は、政府の憲法解釈の決定に役立つ。 
5  学問としての数学は、社会をより豊かにするために役立つ。 














































































**. 相関係数は 1% 水準で有意 (両側) です。











表 2 重回帰分析の結果 
  係数 標準誤差 有意確率 
(定数) 1.869 .292 .000 
物理学は役立つ .026 .048 .590 
数学は社会を豊かにする .025 .041 .546 
歴史学は日本の将来に役立つ -.182 .046 .000 
憲法学は政府の憲法解釈に役立つ -.041 .041 .318 


















Pearson の相関係数 1 .161**
有意確率 (両側) 0.001
度数 421 406




































白石隆 , 2013, 「安倍政権が打ち出した総合科学技術会議の抜本的強化」





































































高くなるようにした。また、各変数から 1を引き、0から 4の値をとるようにした。 
このような操作を加えたQ5X1~Q5X5の相関行列は表 1のとおりである。 
 



















































1 2.514 50.270 
2 .988 70.029 
3 .674 83.517 
 







図 1から、Q5X1、Q5X2、Q5X3の 3変数が近い位置にあるため、この 3つを性役割
意識の指標として用いることとする。この 3変数を足し合わせて 3で割ったものを「性
役割意識度」と呼ぶこととする。「性役割意識度」の特徴は、①数値が大きいほど性役





すべての変数の値から 1を引き、0から 4の値をとるようにした。 
 このような操作を行った Q5X6~Q5X9について、相関行列は表 3のとおりである。 
 


















1.000 .137 .377 .408 
どんなときも法律に
従わねばならない .137 1.000 .379 .208 
権力者には従わねば
ならない 













1 2.033 50.813 
2 .904 73.406 









 図 2から、Q5X6、Q5X8、Q5X9の 3変数が近い位置にあるため、この 3つを権威主
義の指標として用いることとする。この 3変数を足し合わせて 3で割ったものを「権威
主義度」と呼ぶこととする。「権威主義度」の特徴は、①数値が大きいほど権威主義が

























 これに性別を独立変数として加えて重回帰分析を行った結果が表 5である。 
 
表 5 安倍政権支持度の重回帰分析結果 
  係数 標準誤差 




性役割意識度 0.145*** .045 
権威主義度 0.113* .056 
*p<.05、***p<.001    
R2 乗 0.8   






















































































































et al. 1950: 386=1980: 208）。この論を参考にして、権威主義を測る質問は以下の 4項
目に対して、「賛成」から「反対」までの 5点尺度で態度を尋ねた。 
 
   1．伝統を守っていれば、問題は起こらない 
   2．どんな状況でも法律には従わなければならない 
   3．自分より権力のある人には従わなければならない 






























































































図 4 性別の性別役割分業意識の平均値（エラーバーは 95%信頼区間） 
 
3-3．性別役割分担意識の規定要因に関する重回帰分析の結果 















































Gross, Neil, 2013. Why Are Professors Liberal and Why Do Conservatives Care？ 






































































































表 2 性別役割分業観に対する呪術信仰度と相対的学者信頼度 
 
 









度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差
性別役割分業観 415 1 4.8 2.332 0.766
相対的学者信頼度 423 -1.33 4 1.089 0.829
呪術信仰度 414 1 4 2.424 0.587
標準誤差
(定数) 1.960 0.165
相対的学者信頼度 -0.106 ** 0.045




















































詳しく調べるため、作成した 3重クロス表が表 5である。 
 





































































































山田晃久, 2013, 「マクロ・ミクロ 日本外交・安全保障の通商戦略：『合理性と価値




























































































































関係数 .430** .360** .351** .206** 1 
**. 相関係数は 1% 水準で有意 （両側） です。 
*. 相関係数は 5% 水準で有意 （両側） です。 
 
さらにこれらの変数の相関を具体化し主成分分析にかけた結果、得られた固有値と累
積説明率は表 2のとおりである。表 2を見ると、1次元でも充分だが 2次元で図示する
ほうがより適切だと思い、2次元解の結果を図 1で示した。 
 
表 2 性役割意識に関する主成分分析の結果（固有値と累積説明率） 
成分 固有値 累積説明率% 
1 2.514 50.270 
2 .988 70.029 
3 .674 83.517 
 
 






































.167** .377** 1 .499** 
指導者に頼る Pearson の相関係
数 
.180** .408** .499** 1 









成分 固有値 累積説明率% 
1 1.919 47.978 
2 .955 71.844 
3 .626 87.502 
 
 
















 度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差 

























 係数 標準誤差 
（定数） 1.215 .129 
伝統を守っていれば、問題は起こらない .266*** .049 
自分より権力のある人は従う .157*** .044 
指導者に頼る .045 .048 











































































































































 度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント 
有効 そう思う 174 41.0 41.0 41.0 
どちらかというとそう思う 137 32.3 32.3 73.3 
どちらともいえない 77 18.2 18.2 91.5 
どちらかというとそう思わない 27 6.4 6.4 97.9 
そう思わない 9 2.1 2.1 100.0 






















性別 男 度数 131 94 61 19 9 314 
性別 の % 41.7% 29.9% 19.4% 6.1% 2.9% 100.0% 
女 度数 43 43 16 8 0 110 
性別 の % 39.1% 39.1% 14.5% 7.3% 0.0% 100.0% 
合計 度数 174 137 77 27 9 424 
























1 .131** .132** .003 
有意確率 (両側)  .007 .007 .955 





.131** 1 .623** .545** 
有意確率 (両側) .007  .000 .000 





.132** .623** 1 .575** 
有意確率 (両側) .007 .000  .000 







.003 .545** .575** 1 
有意確率 (両側) .955 .000 .000  
度数 417 416 417 417 

































有意確率 B 標準誤差 
1 (定数) 1.613 .226 .000 
夫は働き妻は家族を守るべき .077 .061 .207 
夫に収入がある場合妻は働かないほう
がよい 
.070 .058 .231 





































































q3a1 環境汚染の原因について 企業 
q3a2 環境汚染の原因について 政府 
q3a3 環境汚染の原因について マスコミ 
q3a4 環境汚染の原因について 大学の研究機関 
q3b1 景気対策について 企業 
q3b2 景気対策について 政府 
q3b3 景気対策について マスコミ 
q3b4 景気対策について 大学の研究機関 






































































































































































































































**. 相関係数は 1% 水準で有意 (両側) です。





















































**. 相関係数は 1% 水準で有意 (両側) です。























q2x2 q2x4 q2x6 q3b3 q3b4 q4 q5x1 q5x3
Pearson の相関係数 1 .372** .379** -.012 .182** -.215** -.056 -.124*
有意確率 (両側) .000 .000 .802 .000 .000 .255 .011
度数 423 421 423 422 422 408 416 417
Pearson の相関係数 .372** 1 .343** .141** .166** -.119* -.118* -.061
有意確率 (両側) .000 .000 .004 .001 .017 .016 .215
度数 421 422 422 421 421 407 415 416
Pearson の相関係数 .379** .343** 1 -.050 .019 -.134** -.143** -.153**
有意確率 (両側) .000 .000 .308 .690 .007 .003 .002
度数 423 422 424 423 423 409 417 418
Pearson の相関係数 -.012 .141** -.050 1 .174** -.061 .034 .008
有意確率 (両側) .802 .004 .308 .000 .220 .485 .873
度数 422 421 423 423 423 409 417 418
Pearson の相関係数 .182** .166** .019 .174** 1 .056 -.036 -.047
有意確率 (両側) .000 .001 .690 .000 .261 .469 .342
度数 422 421 423 423 423 409 417 418
Pearson の相関係数 -.215** -.119* -.134** -.061 .056 1 .272** .184**
有意確率 (両側) .000 .017 .007 .220 .261 .000 .000
度数 408 407 409 409 409 409 408 409
Pearson の相関係数 -.056 -.118* -.143** .034 -.036 .272** 1 .623**
有意確率 (両側) .255 .016 .003 .485 .469 .000 .000
度数 416 415 417 417 417 408 417 417
Pearson の相関係数 -.124* -.061 -.153** .008 -.047 .184** .623** 1
有意確率 (両側) .011 .215 .002 .873 .342 .000 .000










**. 相関係数は 1% 水準で有意 (両側) です。














合計 分散の % 累積 %
1 2.125 26.558 26.558
2 1.476 18.449 45.007
3 1.164 14.550 59.557




























































































表 1 権威主義的態度に関する相関行列 
  伝統 法律 権力 指導者 
伝統 1 .137 .377 .408 
法律 .137 1 .375 .205 
権力 .377 .375 1 .499 
指導者 .408 .205 .499 1 
 
この相関行列についての主成分分析の結果が以下の図 1 である。第 2 主成分までの
































表 2 性役割意識に関する相関行列 
  家庭 フルタイム 収入 指導者 政治指導者 
家庭 1 .545 .623 .178 .430 
フルタイム .545 1 .575 .092 .360 
収入 .623 .575 1 .112 .351 
育児休業 .178 .092 .112 1 .206 
政治指導者 .430 .360 .351 .206 1 
 
この相関行列についての主成分分析の結果が以下の図 3 である。第 2 主成分までの





























































































































































.623** .575** 1 .112* 
男性は育休を利用す
べき 
.178** .092 .112* 1 
**. 相関係数は 1% 水準で有意 （両側） 。 




























表 2 安倍内閣への支持度の度数分布 
 度数 有効パーセント 
かなり支持している 26 6.4 
















表 3 性別・内閣支持度の度数分布 
 度数 有効パーセント 
男性・支持 198 48.4 
男性・不支持 106 25.9 
女性・支持 47 11.5 
女性・不支持 58 14.2 
219 
 








また、グラフ 3より男性が女性よりも平均値が 0.1高いことが示された。 
 




































会学年報 41巻 p. 103-114 東北社会学会 
 中井美樹（2000）『若者の性役割観の構造とライフコース観および結婚観』立命





 宮木由紀子（2014）『日本の男性の子育てを考える』Life Design Report 
Autumn 第一生命経済研究所ライフデザイン研究本部 

































































































































度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差
文系科学 421 2 10 7.9596 1.67497
理系科学 423 2 10 8.3262 1.55086




















                                                 

























































度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差
権威主義 415 3 15 6.18 2.3


























































 文系科学   理系科学   文学
性別 0.260** 0.049 0.218**
所属別 -0.177** -0.023 -0.123*
権威主義 -0.121* -0.170** -0.106*
保革自己認識 -0.196** -0.023 -0.134**
235 
 
** 相関係数は 1% 水準で有意 (両側) 











** 相関係数は 1% 水準で有意 (両側) 









 文系科学   理系科学   文学
性別 0.236** 0.051 0.192**




** 相関係数は 1% 水準で有意 (両側) 




















 文系科学   理系科学   文学
文系男子 0.025 0.006 0.008
文系女子 0.176** 0.03 0.142**
理系ほか男子 -0.234** -0.054 -0.174**
















ぐって」『 研究 技術 計画』6(4)：247-260. 
太郎丸博，2016，「保守主義者は反学問的なのか？政治と科学に関する意識調査より」
第89回日本社会学大会研究報告 


















































表 1 権威主義的態度の 4変数の相関行列 
 
 
伝統を守る 法律に従う 権力者に従う 指導者に頼る
伝統を守る 1 0.137 0.377 0.408
法律に従う 0.137 1 0.379 0.208
権力者に従う 0.377 0.379 1 0.497



















伝統を守る 1 0.377 0.408
権力者に従う 0.377 1 0.497




















































科学研究 歴史学 物理学 憲法学 数学 文学
科学研究 1 0.199 0.287 0.127 0.257 0.198
歴史学 0.199 1 0.232 0.372 0.177 0.378
物理学 0.287 0.232 1 0.33 0.301 0.265
憲法学 0.127 0.372 0.33 1 0.232 0.344
数学 0.257 0.177 0.301 0.232 1 0.494




















































































**. 相関係数は 1% 水準で有意 (両側) です。

































































































































































表 1 学問の有効感の相関係数    
  歴史学 物理学 憲法学 数学 文学 
歴史学 1 .232** .372** .178** .379** 
物理学 .232** 1 .331** .301** .265** 
憲法学 .372** .331** 1 .231** .343** 
数学 .178** .301** .231** 1 .496** 
文学 .379** .265** .343** .496** 1 
**. 相関係数は 1% 水準で有意 （両側） 
 










































































図 3 文系学問に対する有効感の安倍内閣支持別の平均値 
（エラーバーは 95％信頼区間） 
 




































文系学問有効感 1 -.196** -0.086 -.115* 
安倍内閣支持 -.196** 1 .202** .147** 
263 
 
性役割意識 -0.086 .202** 1 .303** 
権威主義 -.115* .147** .303** 1 
**. 相関係数は 1% 水準で有意 （両側） 



















図 7 安倍内閣支持度の男女別平均値（エラーバーは 95％信頼区間） 
 






図 8 性役割意識の男女別平均値（エラーバーは 95％信頼区間） 
 
 図 8より、男性のほうが女性よりも性役割意識が強くなっていることが分かる。 
 
 














性別 1 .260** -.167** -.201** -0.046 
文系学問有効感 .260** 1 -.196** -0.086 -.115* 
安倍内閣支持 -.167** -.196** 1 .202** .147** 
性役割意識 -.201** -0.086 .202** 1 .303** 
権威主義 -0.046 -.115* .147** .303** 1 
**. 相関係数は 1% 水準で有意 （両側） 















































































表 1 所属学部・研究科 





有効 総人 41 9.7 9.7 9.7 
文 118 27.8 28.0 37.7 
教育 10 2.4 2.4 40.0 
法 28 6.6 6.6 46.7 
経済 11 2.6 2.6 49.3 
理 39 9.2 9.2 58.5 
医 7 1.7 1.7 60.2 
薬 3 .7 .7 60.9 
工 110 25.9 26.1 87.0 
農 15 3.5 3.6 90.5 
文学研究科 16 3.8 3.8 94.3 
教育学研究科 2 .5 .5 94.8 
法学研究科 1 .2 .2 95.0 
270 
 
理学研究科 2 .5 .5 95.5 
人間・環境学研究科 18 4.2 4.3 99.8 
公共政策 1 .2 .2 100.0 
合計 422 99.5 100.0  
欠損値 システム欠損値 2 .5   



































 q5x1 q5x2 q5x3 q5x4r q5x5 
 q5x1 1.000 .544 .622 .180 .430 
q5x2 .544 1.000 .574 .091 .360 
q5x3 .622 .574 1.000 .112 .350 
q5x4r .180 .091 .112 1.000 .207 






表 3 固有値と累積説明率 
 固有値 累積説明率 
1 2.514 50.270 
272 
 
2 .988 70.029 
3 .674 83.517 
因子抽出法: 主成分分析 
 



























 q5x6 q5x7 q5x8 q5x9 
q5x6 1.000 .137 .377 .408 
q5x7 .137 1.000 .379 .208 
q5x8 .377 .379 1.000 .497 





 固有値 累積説明率 
1 2.033 50.813 
2 .904 73.406 






















表 6 独立変数間の相関 
 内閣支持２ 性役割意識 権威主義 
相関 内閣支持 1 .291** .175** 
性役割意識 .286** 1 .392** 
権威主義 .175** .392** 1 























表 7 学問観の相関行列 
 q2x1 q2x2 q2x3 q2x4 q2x5 q2x6 
 q2x1 1.000 .199 .287 .127 .257 .198 
q2x2 .199 1.000 .232 .372 .177 .378 
q2x3 .287 .232 1.000 .330 .301 .265 
q2x4 .127 .372 .330 1.000 .232 .344 
q2x5 .257 .177 .301 .232 1.000 .494 





表 8 固有値と累積説明率 
 固有値 累積説明率 
1 2.418 40.299 
2 .957 56.251 
3 .864 70.655 
因子抽出法: 主成分分析 
 






図 3 主成分分析の結果 
 
図 3 より、Q2x2（歴史学）と Q2x4（憲法学）が相対的にみて回答が近い。そこで


























図 4では、安倍内閣支持の変数が 1と 2であるものと 3と 4であるものとで差が出
ており、内閣を支持している人はそうでない人に比べ、否定的な文系学問観を持ってい





 係数 標準誤差 
(定数) 10.245 .321* 
内閣支持 -.462 .148* 
性役割意識 -.053 .036 


































































































































3 4 5 
② 歴史学は、日本の将来を考えるうえで役立つ。 1 2 3 4 5 
③ 物理学は、政府のエネルギー政策の決定に役立
つ。 
1 2 3 4 5 
④ 憲法学は、政府の憲法解釈の決定に役立つ。 1 2 3 4 5 
⑤ 学問としての数学は、社会をより豊かにするた
めに役立つ。 
1 2 3 4 5 
⑥ 学問としての文学は、社会をより豊かにするた
めに役立つ。 



















































a 企業 1 2 3 4 5 
b 政府 1 2 3 4 5 
c マスコミ 1 2 3 4 5 














































a 企業 1 2 3 4 5 
b 政府 1 2 3 4 5 
c マスコミ 1 2 3 4 5 




















































3 4 5 
② 概して、女性がフルタイムで働いていると、家庭
はその悪影響を受ける。 
1 2 3 4 5 
③ 夫に充分な収入がある場合には、妻は仕事をも
たない方がよい。 
1 2 3 4 5 
④ 男性は「育児休業制度」を積極的に利用したほう
がよい。 
1 2 3 4 5 
⑤ 一般的に、男性の方が女性より政治の指導者と
して適している。 
1 2 3 4 5 




3 4 5 
⑦  どんな状況でも法律には従わなければならな
い。 
1 2 3 4 5 
⑧ 自分より権力のある人には従わなければならな
い。 
1 2 3 4 5 
⑨ この複雑な世の中で何をなすべきかを知る最良
の方法は指導者に頼ることである。 


















































② 自然の中に、人間の力を超えた何かを感じる。 1 2 3 4 
③ 神社やお寺でのおみくじの結果は気になる 1 2 3 4 
④ 忌み言葉（受験前の「滑る、落ちる」、結婚式で
の「たびたび、切れる」など）は気になる 
1 2 3 4 










  度数 % 
有効数 
総合人間学部 41 9.7 
文学部 118 27.8 
教育学部 10 2.4 
法学部 28 6.6 
経済学部 11 2.6 
理学部 39 9.2 
医学部 7 1.7 
薬学部 3 0.7 
工学部 110 25.9 
農学部 15 3.5 
文学研究科 16 3.8 
教育学研究科 2 0.5 
法学研究科 1 0.2 
理学研究科 2 0.5 
人間・環境学研究科 18 4.2 
公共政策大学院 1 0.2 
 合計 422 99.5 
欠損値 無回答 2 0.5 
合計  424 100     
性別 
  度数 % 
有効数 男 314 74.1 
 女 110 25.9 
 合計 424 100     
q2x1 科学は政府が支援すべき 
  度数 % 








 そう思わない 2 0.5 
 合計 424 100 
    
q2x2 歴史学は役立つ 
  度数 % 








 そう思わない 8 1.9 
 合計 423 99.8 
欠損値 無回答 1 0.2 
合計  424 100     
q2x3 物理学は役立つ 
  度数 % 








 そう思わない 6 1.4 
 合計 423 99.8 
欠損値 無回答 1 0.2 
合計  424 100     
q2x4 憲法学は役立つ 
  度数 % 








 そう思わない 15 3.5 
 合計 422 99.5 
欠損値 無回答 2 0.5 
合計  424 100     
q2x5 数学は役立つ 
  度数 % 








 そう思わない 9 2.1 
 合計 424 100 
    
q2x6 文学は役立つ 
  度数 % 










 そう思わない 16 3.8 
 合計 424 100 
    
q3a1 環境汚染・企業 
  度数 % 








 信頼しない 42 9.9 
 合計 424 100 
    
q3a2 環境汚染・政府 
  度数 % 








 信頼しない 30 7.1 
 合計 424 100     
q3a3 環境汚染・マスコミ 
  度数 % 








 信頼しない 100 23.6 
 合計 423 99.8 
欠損値 無回答 1 0.2 
合計  424 100     
q3a4 環境汚染・大学 
  度数 % 








 信頼しない 4 0.9 
 合計 423 99.8 
欠損値 無回答 1 0.2 
合計  424 100     
q3b1 景気対策・企業 
  度数 % 








 信頼しない 29 6.8 
 合計 423 99.8 
欠損値 無回答 1 0.2 
合計  424 100     
q3b2 景気対策・政府 
  度数 % 








 信頼しない 32 7.5 
 合計 423 99.8 
欠損値 無回答 1 0.2 
合計  424 100     
q3b3 景気対策・マスコミ 
  度数 % 








 信頼しない 99 23.3 
 合計 423 99.8 
欠損値 無回答 1 0.2 
合計  424 100     
q3b4 景気対策・大学 
  度数 % 








 信頼しない 7 1.7 
 合計 423 99.8 
欠損値 無回答 1 0.2 
合計  424 100     
q4 安倍内閣支持 
  度数 % 
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有効数 かなり支持 26 6.1 
 やや支持 219 51.7 




 合計 409 96.5 
欠損値 無回答 15 3.5 
合計  424 100     
q5x1 夫は外、妻は家庭 
  度数 % 
有効数 賛成 13 3.1 
 どちらかといえば賛成 35 8.3 
 どちらともいえない 146 34.4 
 どちらかといえば反対 97 22.9 
 反対 126 29.7 
 合計 417 98.3 
欠損値 無回答 7 1.7 
合計  424 100     
q5x2 女性フルタイム家庭悪影響 
  度数 % 
有効数 賛成 20 4.7 
 どちらかといえば賛成 82 19.3 
 どちらともいえない 118 27.8 
 どちらかといえば反対 75 17.7 
 反対 122 28.8 
 合計 417 98.3 
欠損値 無回答 7 1.7 
合計  424 100     
q5x3 夫に十分な収入妻働かないほうが 
  度数 % 
有効数 賛成 16 3.8 
 どちらかといえば賛成 38 9 
 どちらともいえない 130 30.7 
 どちらかといえば反対 109 25.7 
 反対 125 29.5 
 合計 418 98.6 
欠損値 無回答 6 1.4 
合計  424 100     
q5x4 男も育児休業 
  度数 % 
有効数 賛成 157 37 
 どちらかといえば賛成 156 36.8 
 どちらともいえない 91 21.5 
 どちらかといえば反対 12 2.8 
 反対 1 0.2 
 合計 417 98.3 
欠損値 無回答 7 1.7 
合計  424 100     
q5x5 男のほうが政治指導者向き 
  度数 % 
有効数 賛成 29 6.8 
 どちらかといえば賛成 52 12.3 
 どちらともいえない 157 37 
 どちらかといえば反対 90 21.2 
 反対 89 21 
 合計 417 98.3 
欠損値 無回答 7 1.7 
合計  424 100     
q5x6 伝統守れば問題なし 
  度数 % 
有効数 賛成 3 0.7 
 どちらかといえば賛成 18 4.2 
 どちらともいえない 57 13.4 
 どちらかといえば反対 132 31.1 
 反対 205 48.3 
 合計 415 97.9 
欠損値 無回答 9 2.1 
合計  424 100 
    
q5x7 どんな状況でも法律順守 
  度数 % 
有効数 賛成 27 6.4 
 どちらかといえば賛成 121 28.5 
 どちらともいえない 96 22.6 
 どちらかといえば反対 108 25.5 
 反対 64 15.1 
 合計 416 98.1 
欠損値 無回答 8 1.9 
合計  424 100     
q5x8 権力者には従うべき 
  度数 % 
有効数 賛成 4 0.9 
 どちらかといえば賛成 61 14.4 
 どちらともいえない 117 27.6 
 どちらかといえば反対 125 29.5 
 反対 109 25.7 
 合計 416 98.1 
欠損値 無回答 8 1.9 
合計  424 100     
q5x9 指導者に頼るべき 
  度数 % 
有効数 賛成 6 1.4 
 どちらかといえば賛成 33 7.8 
 どちらともいえない 78 18.4 
 どちらかといえば反対 170 40.1 
 反対 129 30.4 
 合計 416 98.1 
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欠損値 無回答 8 1.9 
合計  424 100 
    
q6x1 姓名判断参考に 
  度数 % 








 合計 415 97.9 
欠損値 無回答 9 2.1 
合計  424 100     
q6x2 自然の中に人間超えた力 
  度数 % 








 合計 415 97.9 
欠損値 無回答 9 2.1 
合計  424 100     
q6x3 おみくじ気になる 
  度数 % 








 合計 414 97.6 
欠損値 無回答 10 2.4 
合計  424 100     
q6x4 忌み言葉気になる 
  度数 % 








 合計 415 97.9 
欠損値 無回答 9 2.1 
合計  424 100     
q6x5 占いの中に科学的なものも 
  度数 % 








 合計 415 97.9 
欠損値 無回答 9 2.1 
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